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生活保護制度を良くする会 

ニュース   
裁判へのご支
援・ご協力を! 
 2016 年 0９月２０日 １１０号 

 新・人間裁判の第８回口頭弁論での、船山

晃さん（６９才・札幌市西区）の決意表明で

す。 

  私は、西区に住む船山晃で

す。１９９８年３月に妻を病

気で亡くし、今一人暮らしを

しております。私は東京で生

まれ、都立新宿工業高校を卒業

して、愛知県の三菱重工に就職し、冷凍機の

設計、設備の仕事をしていました。高校を卒

業してから、大型２種、大型特殊、牽引者の

免許を働きながらとりました。 

 結婚を機に妻の故郷の北海道で働くことに

しました。今までの経験を生かして、日冷工

業という機械修理の自営業を３０数年してき

ました。その間に、肋膜肺気腫、橋下病、さ

らに膵臓、右脳不良、胆のう不良等の病気に

加え、手の関節が曲がるなどの症状も出て、 

医療費が負担になり、医療扶助が受けられな

いか相談に行きました。そこで、生活保護を

進められ、２０１１年から生活保護を受ける

ようになりました。今は、糖尿病と白内障の

症状もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今まで苦しい暮らしでしたが、保護費が下

げられたため、食事の回数を減らし、外出も

控えるようになりました。消費税も上がり、

諸物価も上がるなかで、節約も限界です。冬

季加算も削減され、普段の暮らしでの不足分

の補てんや冬靴等冬季に必要な物の購入をし

ていましたが、それもできなくなりました。 

 これ以上、弱い者イジメはやめてほしいと

の思いから、裁判でみなさんと一緒に闘う道

を選びました。身体的には大変ですが、最後

までみなさんと勝利めざして頑張っていきた

いと思います。 
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